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　統計的に基礎的なことに関しては，マクロのプログラムで凝ったカラクリを作る必要がありましたが，今回はマクロなしです．

　MS-Excel　のワークシート関数としてttest(　，　，　，　)なるものがあって，ｔ分布に関する理論を知らなくても，この関数の値として結果を出すことができます．結果として出て来るのは，これ以上の差が偶然生ずる確率です．

　データを入れるのが面倒ですから，一様乱数と三角関数を乱数らしき使い方をしたものと，２つのシートを用意しています．

　マクロはありませんが，indirect(　)というワークシート関数を使って操作性をちょっと良くしてみました．indirect(　)とはその名の通り間接的な参照です，例えば，欄A1の値が，”B3”で，B1の数式が =indirect(A1),

B3の値が，５だとすると，B1の値は数式が，A1に記されている欄の値，つまりB3の値の５となるのです．それがどこに使われているか調べてみてください．
　データが少ないときには，平均に差があったとしても偶然だろうなと判断しやすいですが，多くのデータがあると，何か差に意味がありそうかなという気になってきますね．「三角関数」のシートでは，データの数を変えることが，「一様乱数」のシートでは，データの数と，（利用者が設定する）差とを変えることができますので，何をどう変えるかによって，ttest(　)の値がどう変化するか観察してみてください．

